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男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ２２   高齢者を支える現役世代人口が減少し、平成３２年には１人の高齢者を支え

る現役世代人口が２人を切ると推定されてるとか聞きますが実態はどうなんで

しょうか。 

    

Ａ２２   総務省統計局「国勢調査」によると、平成２７年（２０１５年）の日本の総

人口は１億２,７１１万人（速報値）となっているが、国立社会保障・人口問題

研究所「日本の将来人口推計(２４年１月推計)」（中位推計）によれば、平成６

０年（２０４８年）には１億人を割り、平成７２年（２０６０年）には８,６７

４万人になることが見込まれている。少子高齢化により、我が国の人口構造が

大きく変化する中で、高齢者を始めとするケアを必要とする人口が増加し、そ

れを支える現役世代の人口が減少している。ここで、現役世代を２０～６４歳

とした上で、現役世代人口の６５歳以上人口に対する比、すなわち１人の高齢

者を何人の現役世代で支えているかを見てみると、昭和２５年（１９５０年）

にその比が１０.０人だったものが平成７年（１９９５年）には半減して４.３人

となるなど急速に減少し、さらに平成２２年（２０１０年）には２.６人となっ

ている。今後も、平成３２年には２人を切り、７２年には１.２人まで低下する

と見込まれています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

     持続的発展のためには、現役世代、中でも大きな潜在力を持つ女性の活躍が 

   喫緊の課題となっています。 
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